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hoodによるアプローチが開発されてきている（McCu11agh and Ne1der（1989），Skimer et a1．
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統計基礎研究系
Consecutive一々一〇ut－of－m：Fシステム
平 野勝 臣
 本年度の研究
 （1）これまでの離散確率分布の研究のうち…待ち時間分布についての結果をまとめた（Aki
and Hirano（1994））、
 （2）システムの信頼性について研究し，Consecutive一々一〇ut－of－m：Fシステムの信頼性に
ついてまとめた（平野（！994））．この研究は来年度に継続される．
 以上について報告した．ここでは平野（1994）に基づいてConsecutive一ト。ut－of－m：Fシス
テムの信頼性について述べる．
 Cons㏄皿tiveイー。㎜t－oト〃1Fシステムの信頼性
 m個の成分からなるシステムにおいて，連続した少なくとも后個の成分が故障したとき，シ
ステムが機能しなくなるシステムをConsecutive一か。ut－of－m：Fシステム（Con／々／m／Fと略
す）という．Con／后／m／Fの例，拡張やその例を紹介した．成分間の仮定を分類することで，扱
われている問題を整理し，どのようなことが研究されているのかを調べた．最も単純な場合の
Con／々／m／Fの信頼性はオーダー々の2項分布の値0をとる確率であり，Con／々／m／Fを一般化
したm－consecutive一々一〇ut－of－m：Fシステムの信頼性は，オーダー尾の2項分布の確率関数
で与えられる．オーダー后の離散分布論で得られている結果は，このシステムの信頼性の研究に
利用できる．例えば以下のようなことが指摘できる．
 成分の信頼性を力（故障の確率をσ＝1一力）とすると，Con／后／m／Fの信頼性は力の関数
万（力）＝ゐ（力，々，m）でかける．力が時刻Cに依存している．即ち，ハを成分ゴのfai1ure timeと
すると，P（ηく云）＝力｛（c）は成分ゴが時刻。までに故障する確率を表す．成分は独立で同一の分
布に従うとし，単に力（左）とかく．またCon／后／m／Fのfai1ure timeをrとする．このとき，
Con／后／m／Fの，時刻左での信頼性は乃（1一力（広），尾，m）であり，時刻左までに故障する確率は
P（TくC）＝1一力（1一力（左），々，m）で与えられる．従って，ゐ（力，后，m）を求めれば，成分の故障の
